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「次世代高機能気象レーダー等の導入に関する技術的条件等」
の検討開始について

令和４年１月

気レ班参1-2



1

 気象レーダーは降水分布や風向・風速等の観測に用い、この情報をもとに気象予報や災害情報に役立てら
れ、国民生活の安全・安心の確保に不可欠なもの。

 ゲリラ豪雨等の発生をいち早く検知し、予報の信頼度を高めるためには、より高性能な気象レーダー
（フェイズドアレイレーダー）の導入と自治体等における小型の気象レーダーの配備が求められている。

 このため、次世代高機能気象レーダー等の導入を図るとともに、気象レーダーの周波数確保のために、気
象レーダー間及び他システム等との周波数共用を行う等、気象レーダーの技術的条件（※）に関する検討
を開始する。

■ 主な検討項目

■検討背景

■ 今後の予定

・令和３年12月 陸上無線通信委員会報告
・令和４年１月 分科会 報告
・令和４年３月～10月 作業班開催（４回程度）
・令和４年12月 陸上無線通信委員会 報告
・令和５年１月 パブコメ
・令和５年２月 情報通信審議会報告
・令和５年３月 一部答申

＜5GHz帯＞
・気象レーダーのパルスパターンの見直し <継続>
・チャネルプランの策定 <新規>

＜9.4GHz帯/9.7GHz帯＞
・9.7GHz帯フェーズドアレイ導入の検討＜新規＞
・9.4GHz帯汎用型気象レーダー導入の検討 ＜継続＞

＜ 5GHz帯/9.4GHz帯/9.7GHz帯＞
・気象レーダー間の共用検討＜継続＞
・他システムとの共用検討 ＜継続＞

次世代高機能気象レーダー等の導入に関する技術的条件等の検討開始について

※情報通信審議会諮問第2040号（H29.9.27）
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9.4GHz帯/9.7GHz帯気象レーダー5GHz帯気象レーダー

平成29年度～
令和3年度

５GHz帯及び9.7GHz帯
汎用型気象レーダーの技術
的条件

令和4年度～
次世代高機能気象レー
ダー等の導入に関する技術
的条件

• 9.7GHz帯において、高性能型気象レー
ダーとして、国や地方自治体において運用。

気象レーダーの特徴及びこれまでの技術的な検討状況

• マグネトロンによる大出力な短パルスレー
ダーによる観測。

• 無線LANとの周波数共用を推進。

• 気象レーダーの固体素子化及びフィルター
性能の改善による周波数利用効率の向上。

• レーダー間の干渉回避方策の実現により、
更なる周波数の利用効率の向上。

• 気象レーダーのパルスパターンの複雑化に
伴い、無線LANのDFS機能を見直し、周
波数共用を維持。

平成29年度以前

• 9.7GHz帯に、小型かつ安価な汎用型気象
レーダーを導入（高性能型の補完的役割）。

• 気象レーダーの固体素子化及びフィルター性
能の改善による周波数利用効率の向上。

• 9.7GHz帯高性能型気象レーダーにフェー
ズドアレイ技術を導入し、更なる高度化を
図る。

• 9.4GHz帯に汎用型気象レーダー導入を
図る。

• 最大400km程度の広範囲な観測が可能。
• 気象庁は全国20カ所に気象レーダーを展開。
台風・集中豪雨等の気象災害に対して警報
や注意報の的確な発表を行い、気象災害の
防止・軽減を図る。

• 観測範囲は半径50～80km程度。
• 国交省等が河川管理等に利用。自治体や民
間気象会社等が狭域観測への利用が期待。

特徴

こ
れ
ま
で
の
技
術
的
な
検
討
状
況
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気象レーダーの高度化に向けた取組状況

気象災害の甚大化に対応するため、より精度の高い気象観測を実現するために高性能化と、安価かつ小型化することで高性能型ではカバーしきれない
地域への設置を可能とするために汎用化を目指している。

1950年 1960年 1980年1970年 2020年1990年 2000年 2010年

レーダータイプ

要素技術

反射型レーダー 雨量レーダー ドップラレーダー

二重偏波レーダー

二重偏波
ドップラレーダー

（雨の有無の観測） （雨量○mm/hの観測）

フェーズドアレイレーダー

（高精度雨量、竜巻観測）
定性観測 定量観測 多要素観測 多地点協調観測

• マグネトロン • 固体素子

• 5GHz帯気象レーダー

• 無線LANと共用（無線LANのDFS、
気象レーダーパルスパターン）

• 狭帯域フィルタ
• パルス圧縮

• チャネルプラン策定

年代
現在

（風速、雨、雪、あられ）

１ 増幅器

２ レーダー波の狭帯域化

３ 周波数割当・周波数共用

• クライストロン

（１）5GHz帯

（２）9.7GHz帯

（３）9.4GHz帯

•汎用型レーダーの
導入

•次世代高機能
型の導入

• BS/CS受信設備への影響
•汎用型レーダー
の導入

【周波数共用】
航空機搭載気象レー
ダー、船舶レーダー

高速観測

• 高性能型レーダー

従来型(電子管)

固体素子型
（半導体素子）

反射有り、無し
だけを観測

反射強度から雨量
を推測

反射した周波数の変化から風速、
垂直・水平偏波の違いから雨粒
の大きさ等を推測

複数の角度を
同時に観測



4(5GHz帯)パルスパターンの見直し

■ 検討手順（案）

現状把握
現在運用されているパルスパターンを集計

現在のパルスパターンを集約
観測性能が同等のパルスパターンをまとめる

将来的にDFSに求めるパルスパターンを策定

周波数有効利用のためのパルスパターンを追加
DFS機能に登録すべき気象レーダーの
パルスパターンを策定し、追加

■ パルスパターンの高度化イメージ
・チャープ周波数の非線形化

t

f 固体素子導入初期
は線形チャープを

使用

t

f
レンジサイド
ローブの抑制

現在は非線形
チャープを使用

・繰返し周波数の変化

観測領域外からのエコーによるノイズを低減させるため、非線形チャープを使用

P

t

t1 t1 t1 t2 t2

観測可能な最大風速と観測領域の両立を測るため、繰返し周波数を変化させながら観測

 5GHz帯気象レーダーは5GHz帯無線LANと周波数を共存。このため、5GHz帯無線LANは予め気象レー
ダーの運用状況を確認するため、DFS(Dynamic Frequency Selection)機能の具備が必須。

 5GHz帯気象レーダーの高度化、即ちパルスパターンの複雑化に伴う、無線LANのDFS側の対応が求め
られている。

 現行の気象レーダーのパルスパターンを調査し、DFSによる動作確認を検証し、新たに登録が必要なパ
ルスパターンを特定する。

 加えて、レーダー間干渉除去技術等が有効に機能するパルスパターンを作成する。

■ 概要



5(5GHz帯)チャンネルプランの策定

■ 干渉許容基準 ■ 検討手順
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チャンネルプラン（イメージ）

 5GHz帯気象レーダーは、利用者の要望に応じて個別に周波数を選定しているが、レーダーの高度化に
伴い、周波数共用が複雑となり周波数割当の検討に多くの時間を要している。

 今後は、申請者がレーダーの設置の計画段階において、予め割当て可能な周波数と使用場所を明らかに
することで、気象レーダーの円滑な導入（速やかな無線局免許の申請）を促進する。

■ 概要



69.7GHz帯フェーズドアレイ型気象レーダーの共用検討①

■ 電波干渉低減技術の例
送信対策

【送信ヌル形成】
送信アンテナの鉛直面指向性にヌルを形

成し、与干渉方向への放射量低減を行う。

受信対策

送信波情報による干渉低減

【受信ヌル形成】
受信アンテナの重みづけにより、受信ヌ

ル制御を行い被干渉の低減を行う。

【信号処理による対策】
対向レーダーのパルス情報を用いた干渉低
減方式である“干渉無効値化方式”を用いて、
気象レーダー同士の干渉除去を行う。

■ フェーズドアレイレーダーの特徴

フェーズドアレイレーダーは、雨粒等の反射により戻って
くる電波の到来方向を複数の受信アンテナの位相差から計
算することにより、縦方向の多角度の気象観測を一度に行
う事ができ、従来の気象レーダーに比べて10倍以上の高速
観測が可能となっている。気象現象は短時間で発達・移動
するものが多く、それらの兆候をより迅速に察知するには
高速観測が必要である。

フェーズドアレイ
気象レーダー

 フェーズドアレイ型レーダーは電波を縦方向に広く発射し、また同時に多角度の観測を可能とすること
で高速観測を実現。

 一方これまでの観測に比べ、縦方向の広い範囲に電波を発射するため、他のレーダー等への影響が生じ
ないように適切な対策が求められている。

 このため、フェーズドアレイ型気象レーダーを含む気象レーダー間の共用検討を行い、レーダーの干渉
低減技術を確立する。

■ 概要



79.7GHz帯フェーズドアレイ型気象レーダーの共用検討②

■ 他システム及びBS/CS受信との共用検討

BS/CSとの共用条件検討

9.4GHz帯/9.7GHz帯気象レーダーの使用する周波数帯は、BS/CS周波数
帯のイメージ周波数と重なっており、衛星放送の受信に影響を与える可能性があ
る。気象レーダーからBS/CS受信設備に妨害干渉を与える条件 (所要離隔距
離)について検証する。

CS受信設備との干渉イメージ

他システムとの共用検討

9.7GHz帯の周波数割当状況

 9.7GHz帯気象レーダーの使用する周波数は、沿岸監視レーダーや波高計と帯域が重複していることか
ら、共用条件の検討を行う。

 9.4GHz帯/9.7GHz帯気象レーダーの周波数帯は、BS/CS放送受信器のイメージ周波数帯で重なってい
ることから、BS/CS受信設備との共用条件の検討を行うとともに、必要に応じてBS/CS受信設備側の
対策についても考察する。

■ 概要



89.4GHz帯汎用型気象レーダーの共用検討

■ 他システム及びBS/CS受信との共用検討

BS/CSとの共用条件検討

9.4GHz帯/9.7GHz帯気象レーダーの使用する周波数帯は、BS/CS周波数
帯のイメージ周波数と重なっており、衛星放送の受信に影響を与える可能性があ
る。気象レーダーからBS/CS受信設備に妨害干渉を与える条件 (所要離隔距
離)について検証する。

CS受信設備との干渉イメージ

他システムとの共用検討

9.4GHz帯の周波数割当状況

 9.4GHz帯気象レーダーの使用する周波数は、航空機搭載気象レーダーや船舶用気象レーダー等として
使用されていることから、共用条件の検討を行う。

 9.4GHz帯/9.7GHz帯気象レーダーの周波数帯は、BS/CS放送受信器のイメージ周波数帯で重なってい
ることから、BS/CS受信設備との共用条件の検討を行うとともに、必要に応じてBS/CS受信設備側の
対策についても考察する。

■ 概要
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